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次月活動予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

       

    

                                          

 

                            

 

 

 

 

     

 

 

    

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

今年度の目標 

特定非営利活動法人 栃木 DARC 

代表理事 栗坪千明 

 

新年度が始まりました。ダルクの職員に変化はありませんが、関わっていただいている機関の異動

のある時期です。特に行政機関はこれまでダルクの担当者だった方が全然違う分野に行ってしまう。

その逆もあります。行政の仕組みとわかってはおりますが、さみしい限りです。 

栃木 DARCはこれから前年度の決算期に入ります。経理上のことはもちろん、利用者の動向につい

ても前年度の総括をする時期になります。 

昨年度の大きなトピックとしては 2nd Stage Centerの開設です。県南に拠点を作るということはこ

れまで願いとして持っておりましたので、それが叶ったということになりますが、まだまだ運営は軌

道に乗っていないというのが実情です。もとより 1st、2nd、3rdとステージアップしていく栃木 DARC

の階層型プログラムの中の一つの施設としての役割なので、そこだけ運営が軌道に乗っていないとい

うわけではありませんが、これまでのシステムを新しいシステムに馴染ませるため、ある程度の時間

が必要になってきます。また昨年は「刑の一部執行猶予制度」が施行されました。社会内処遇の地域

連携はなかなか難しく、思うように進んでいないというのが実情ではないでしょうか。昨年は IR 法

案が可決しました。このことによりマスコミなどでは「ギャンブル依存」という言葉が盛んに使われ

るようになりました。次号の ICD（WHOの診断基準）では、ギャンブル依存は依存症のカテゴリー

に入ることになりました。ということは私たちに関連する問題となったため、横浜でギャンブル依存

回復支援研修を受けてきました。また就労支援も大きな課題です。ここ１〜2年の間、栃木 DARC自

体の事業として便利屋事業を行っています。 

以上の現実を踏まえ、今年度は 

１・2nd Stage Centerを含めた新しいシステムの定着 

２・「刑の一部執行猶予制度」で出所してくる人たちへのサポートとそれにまつわる社会資源の地域    

  連携に関するサポート 

３・ギャンブル依存症に対してできることの検討 

４・便利屋事業の可能性を模索していく 

この４点が大きな目標になります。 

今年度も皆様のご協力をお願いいたします。 

 

  栃木 DARC 
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編集 特定非営利活動法人栃木ＤＡＲＣ 

URL  http://www.t-darc.comE ﾒｰﾙ：nesm@t-darc.com 

 

5月 

8日 東京保護観察所プログラム 

9日 田植祭 

10日 再乱用防止教育事業県北 

12日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

13日 家族教室 

16日 再乱用防止教育事業県南 

18日 再乱用防止教育事業県庁 

19日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

22日 東京保護観察所プログラム 

25日 榛名女子学園薬物依存離脱指導 

26日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

28日 家族会 

29日 明徳会薬物回復訓練プログラム 

30日 陽東中学校講演 

６月 

1日 岡本台病院プログラム 

2日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

5日 東京保護観察所プログラム アディクションフォーラム実行委員会 

6日 J-MARPP 

7日 再乱用防止教育事業県北 

8日 榛名女子学園薬物依存離脱指導 再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 

9日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

10日 家族教室 再乱用防止教育事業県央 

13日 再乱用防止教育事業県南 アルコール関連問題研究会準備委員会 

15日 再乱用防止教育事業県庁 

16日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

19日 東京保護観察所プログラム 

21日 栃木 DARC・岡本台病院連絡会 

22日 宇都宮保護観察所プログラム 榛名女子学園薬物依存離脱指導 

   再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 

23日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

25日 家族会 

26日 明徳会薬物回復訓練プログラム 

27日 J-MARPP 

 

 

http://www.t-darc.com/
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2nd Stage Center 

栃木 DARC 2nd Stage Center 秋葉紀男 

 みなさんこんにちは寒い冬もようやく終わりを告げ暖かい春の足音が聞こえてくる今

日この頃、桜の開花や満開の予報もちらほら舞い込んできて春の訪れを感じさせます。

この時期になると８年前ダルクに再入寮したことを思い出します。昼間は暖かく夜は冷

えるそんな時期でした。仕事も失い行く場所もなく刑務所かダルクかの選択でクスリを

やめるしかかないと思い栃木ダルクに再入寮を決め戻ってきて８年短いような感じがし

ますが、振り返ると色々な出来事があり意外と長い時間がすぎているそんな感じです。 

 私が再入寮した頃は（当時の名称）那須トリートメントセンターと宇都宮アウトペー

シェントの２つの施設しかなく那須は今の場所にはなく別の場所にありました。そして

再入寮後少しして今の建物に移動しそれから直ぐに那珂川コミニュティファームが開設

されたことを覚えています。そして私が職員研修中にピースフルプレイスPPの開設と、

ここ最近では去年開設した2nd StageCenterと8年の間に３つの施設が増え現在の栃木ダ

ルクは５施設で運営しています。 

 さてこれからは私が現在担当している2nd Stage Center（以下2sc）の開設から現在の様子

をお話ししていきたいと思います。 

 昨年4月に開設し１年経ちましたが、実際に施設を利用し始めたのが6月からということで実質

10ヶ月経過していて現在の利用者数は６名になっています。当初の予定では1ヶ月1人移動させて

10ヶ月で10人入る予定でしたが中々移動等も上手くいかず現在に至っています。まずは開設準備

のため1st StageCenter（以下１sc）から2人移動させ開設の準備等をしました。最初の１週間く

らいは、施設が手付かずの状態だったので、まずは住めるようにすることで掃除そして買い物や

施設の庭や駐車場の草むしり、あとは自助グループの会場探しに１週間くらいかかりました。そ

の後は通常のプログラムに入っていきましたが人数が少ないので全て自分達でやるので大変でし

たが意外と面白い面もあったと思います。自助グループも火曜から金曜まで栃木県南地区に会場

を持っています。小山市、栃木市、佐野市、足利市に会場を作り県南地区をカバーしています。

もう少し人数が増えたら野木町にも会場を作る計画を立てています。 

 開設から今まで特に問題なくやってこれていると思います。1人スリップして那珂川に行っても

らいましたがそれも回復のプロセスだと思いますし小さな諍いはありますがそれも共同生活では

当り前のことなので良しとしています。やはりあまり問題がないのは1sc(初期施設)から移動して

きているという事でしょう。1scである程度の問題を出してきてくれるので2scでは問題があまり

でないのかなと思っています。 

 これからの2scの当面の目標は利用者を増やす事、あ

とは2scは回復の中心を担う施設なのでプログラムを

充実させて行く計画になっています。その為に3rd 

StageCenterからのプログラムの移行も計画していて

より一層プログラムを充実させていきますので、これ

からも栃木ダルクをよろしくお願いします。 

  

 

 

 

 

 

 

2nd Stage Centerから 

家族会の皆様方に協力して作って頂いた家庭菜園で野菜を育てほうれん草を収穫する

事ができました。ありがとうございます！ 

 

      

                           那珂川CF 

            

            作業風景と集合写真です。 
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今までの自分 

依存症のガリ 

寒さも続く今日この頃、皆さんお元気ですか。私は平成二十八年九月に神奈川県から栃木

ダルク那須 1st stage centerに来ました。 

私は覚醒剤取締法違反で刑務所に六度ほど行っています。私が薬を始めたきっかけは十六

歳で地元の先輩から勧められて初めて使用しました。好奇心で始めたのですが段々自分で使

うようになり徐々に回数が増えて、自由に使えるようになってからはやめる事が出来なくな

り警察に捕まる回数も増えていきました。成人になってからは本当に刑務所を出たり入った

りの繰り返しでした。六度目の懲役を終わった後栃木ダルクに行く事を決意し現在に至りま

す。今は那須に来て四カ月ほどになりますが自分なりにプログラムをやり仲間たちと毎日過

ごしています。入寮当時はここの事が全くわからず将来の事を心配していましたが、まだわ

からない事が多く今までに三度の現物というペナルティを受けています。そして三度目の現

物の時にスリップしてしまい、また初めからプログラムを受ける事になりました。これから

は現物やスリップには十分気を付けて生活していきたいです。そうしないと自分でも嫌な気

持ちにもなるし良い気もしません。生活していく上でまず気をつけなければならない事は、

自分の体調を普段から気をつけておく事だと思います。何をするにも体調不良だと余計な負

担がかかるので自分でも気をつけるように心掛けています。 

話は変わりまして薬物依存の事になりますが、ミーティングで自分の本当の事を話すよう

にはしているのですが他の仲間のようにあまり長く話を出来ないでいます。今日こそは自分

の気持ちを話そうと思っていても、頭の中で考えている事と違って話が短く終わる事が多い

です。毎日の繰り返しで少しでも自分の気持ちを分かってもらいたくて、もう少し長く時間

を掛けて話したいのですが上手くいきません。五十年生きてきて社会でわかってきた事はあ

りますが、これからは思い出話でも付け加えながら少しでも長く自分の気持ちを話す事がで

きたらなぁ、と思っています。それで夜は NAに出かけていき、そこでも自分の話をするの

ですが話がまとまらず発言をパスする事も多々あります。もう少し上手く話が出来たらいい

のですが、これからはその辺も成長していきたい次第です。 

それと施設生活での話ですが、普段台所の中で物を作って食べるという事が今までの人生

でほとんど無く包丁も握った事が無かったのですが、キッチン当番も仲間と順番でしていて

慣れない手付きで何とかやっています。初めて自分で切ったサラダを食べた所、中々美味し

かったです。これから何か料理でも覚えていけたらいいな、と思っています。自炊できるよ

うになれば何かあった時にでも役立つ事かと思います。 

実は現在私の両親は行方不明になっていて、少しでも早く見つかってほしいと願っていま

す。ここの生活ルールでは手紙を出す事が許可されていて一日でも早く見つかって手紙のや

りとりが出来たら良いと思っています。そうすればここでのプログラムももっと違った形で

取り組めるかもしれないと感じていて、これからはお互いに良く考え話し合いながら生活し

ていきたいと思っています。 

これからの人生の事も考えなければいけないし、考える所は慎重に考えてこの先普通に社

会に戻ったらここで覚えた事も踏まえながら生きていきたいです。私はもう二度と刑務所に

は行きたくありません。刑務所に行かずにいるには今どうしたら良いのか、よく考えながら

一日一日を大切にし、ここで辛い事があっても今までもっと辛い事があったことを思い出し

ここで生活していく上での足しにしたいと思っています。今回ニュースレターを書かせて頂

く事になりましたがこの辺で。まだまだ寒さが続くと思いますが皆さんもお身体には気をつ

けて頑張って下さい。 

 

私の人生 
                               依存症のフジモン 

 私は 1967年生まれ今年 50歳になります。ニュースレターはこれが 3度目なので少し恥ずかし

さもありますが頑張ります。 

 実家は床屋を経営していて私は長男３コ上の姉がいます。 

 小学生の頃から魚釣りが大好きな少年でした。中学２年生の時タバコを覚え私は数学の連立方

程式につまづき、いわゆるツッパリの道にのめり込んだのです。音楽は横浜銀蝿と矢沢永吉に憧

れました。中学３年生でオートバイが好きになりアルバイトを始めました。平日は牛乳の配達、

日曜日はゴルフのキャディーと働きお金を稼ぎました。高専学校は県内にある理美容科に通学を

し、卒業後県北の理容室に３年間住み込みで仕事をして理容師免許を取得しました。２１歳で最

初の結婚をしました。その後宇都宮市内のとある暴力団に入り背中に入れ墨をいれ２２歳で大麻、

大麻樹脂、ガスパン遊びを知りました。覚せい剤にハマり２２歳で逮捕され５年後暴力団をお金

で足を洗い実家の理容室を継ぎました。２年後若くして父親が５９歳で亡くなり、私は大変ショ

ックでした。覚せい剤の量も増えていき２度目の逮捕です。ダブル執行猶予で刑務所へは行かず

３０歳で２度目の結婚をし、３２歳で３人の子供をもうけました。６年後経済的理由で再び妻と

別れ子供も妻と一緒に宇都宮へ行ってしまいこの頃私はアルコールを覚えたのです。毎日毎日酒

場へ足を運び寂しさをまぎらわしていました。今思うとアルコールにハマっていました。４０歳

の時ある傷害事件をきっかけに刑務所へ行く事に、2 年間の服役です。この頃は刑務所とシャバ

を行ったり来たりの 6年間で 4度の刑務所暮らしと本当に馬鹿でどうしようもありませんでした。

4度目の刑務所を最後に 45歳で 3度目の結婚です。半年しかもたなかったが、本当に甘い夫婦生

活だった様な気がします。故本当の女性を知ったのもこの女性ですかね。その後 33 歳で建てた

家、いわゆる私のお城ですが、お城のローン残り 70 万円というところで競売にかかり私は住む

所を失いました。生きていくことがどうにもならなくなり 49歳で初めて栃木 DARCへ繋がりま

した。那須トリートメントセンター（今の那須 1st stage center）に繋がり 1年で退寮し、3ヵ月

間型枠解体の仕事を住み込みで働きました。私にとって毎日が地獄でした。3 か月でヘルニアが

悪化して入院後また生きていくことがどうにもならなくなり施設に頭を下げて再入寮しました。

約 1 年後中間との人間関係がうまくいかず、今の那珂川 CF（コミュニティファーム）へ移動に

なりました。那珂川での生活は 4ヶ月目ですが、まだまだ施設生活になれない私は毎日が本当に

大変でもあるし、仲間の足を引っ張らないように努力していますがなかなかうまくいきません。

私は 37歳で糖尿病になり、1日 4回インスリンを注射しなくては生活出来ない体です。故に今の

施設（那珂川）でも食事制限があるのです。毎月内科と精神科へ通院しています。物忘れも酷い

ですし。これからの目標を話したいと思います。何年かかるかわかりませんが、私も施設を卒業

できるようになったらまた良きパートナーでも見つけて、それはそれは甘い幸せな家庭を築きた

いと思います。その前に卒業をしないと出来ませんので何年か

かろうと頑張りたいと思います。長生きもしたい、パートナー

も欲しい、お金も欲しいと思う毎日ですが、実現するには第一

に健康であることが本当に大事です。私の父親は前にも述べて

いるように 59歳という若さで亡くなっています。実際私は施設

に来て 4 カ月間で 8ｋｇ痩せてしまいました。どこか悪いのか

なと医者に聞くとどこも悪くないが糖尿病だと痩せていたほう

がいいとのことで一安心です。これからもインスリンを毎日 4

度打たなければいけませんが、仲間と楽しくプログラムを行い

施設生活を送りたいと私は思っています。 

ありがとうございました。 
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3月の献金・献品 

 （献金） 那須トラピスト修道院様、匿名者 3名様 

 (献品)  フードバンク宇都宮様、池田賢勇様、小森百合子様、他匿名者 3名様  

    とても助かっており、 栃木ダルク一同感謝しています。 

献品のお願い 

・ 2nd Stage Center開設の為、事務用品(中古パソコン等)、家具、家電（TV、洗濯機、冷蔵庫、電子レ

ンジ、掃除機、ファンヒーター、扇風機）,台所用品、タオル、茶碗や陶器類等あればよろしくお願いします。 

・ 修了者の為の原付バイクがあれば頂きたいです。中古、多少壊れていても結構です。 

・ 1
st
 StageCenterからソフトボール用のグローブ、用品よろしくお願いします。 

・ CFから農機具関係（草刈機、農作業用品）等あれば宜しくお願いします。 

・自転車の中古品があればお願いします。 

 

 

1st   

・ゴウ メンバー〜サポートへ 

2nd 

・該当者なし 

3rd 

・該当者なし 

CF  

・該当者なし 

PP 

・該当者なし 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

・ 桜の花の咲く季節になり、これからはダルクでもイベント事が多くなります。 

色々なイベントに参加して様々な人と出会い薬無しでの楽しみを見つけても

らいたいです。 

編集 秋葉 

感謝 

依存症のマミ 

 平成２４年４月に入寮をして２５年１月に退寮をして出戻りをしてきました。２５年の５月

に５度目の逮捕となり札幌刑務支所へ送られました。その間に母を亡くして、それをキッカケ

に、二度とシャブはやらないぞと決心をしました。平成２７年１２月に手術の為に八王子の医

療刑務所へ移送されました。色々と検査をして胃と胸にガンの細胞が見つかり胃を３分の２と

右胸を切除しました。術後即１人でトイレに行かされ、首から点滴を一ヶ月間入れられていて、

平成２７年１２月２１日、平成２８年１月２５日、８月１日、９月５日、あっっ！！後３月２

８日に胃の手術をしました。１０ヶ月間の入院生活は毎日読書の日々でしたが、作業がなかっ

た事がうれしかったです。刑の満期終了日は平成２８年９月２７日で、２８日に出所をするこ

とができました。体中傷だらけで、首にも傷が残りました。今、入寮している施設長に手紙を

出したりもしました。母が亡くなり、この先どう生きて行けば良いのか分からなくなりました。

母からの手紙には、もう何もしてあげることは出来ません。１人で生きていけますか？１人で

身のふり方を考えられますか？私の人生も終わりです。と書かれていました。母は肺ガンから

の再発で、手のほどこしようがないくらいに、あちこちに転移をしていたそうです。私のガン

も家系がみんな、その病で亡くなっているので、いつかは自分もかな、と思っていました。申

し遅れました。薬物依存症のまみです。５年ぶりに施設へ帰って来て、と言うか、受け入れて

くれた事にとても嬉しく感じています。以前入寮していた時はスリップをしてしまい自分の精

神状態が良くない事に気づき、これ以上プログラムを続けていくのは、もう無理だと思いまし

た。家に着いた時、父の姿が見えず、母が眠る様に死んでいったよと言った時には、どうして

知らせてくれなかったのと怒りました。納骨のは間にあい、お墓へ向かいました。親戚一同が

集まっていて、何十年も会っていない人達にも会いまして。誰も私が何をしていたのか聞いて

きませんでして。私が今回入寮したキッカケは、今はもう離婚していますが、刑務所を出所し

て、その男性と関わっていたら必ずクスリを使ってしまうと思ったからです。入寮前３ヶ月間

精神科へ入院をしていて、先生にダルクへ行きなさいと強く言われて、どうせ行くなら前の所

が良いと思って施設長に電話をしてもらい私の意志を告げました。施設長からの返事は、まみ

が来たい時に来ればいいよとの言葉でした。とても感激しました。又、一からプログラムをし

ていく事には何も思いませんでした。頑張るという気持ちはありました。体の傷がまだ痛かっ

たけれど病院に入院するほどの事でもなくこの痛みとは長年付き合っていかなくてはならない

事も分かっていました。電車で一人で病院から施設へ来て、何かとても懐かしく感じました。

私はここで回復への道を歩んで行くんだなと思い、新しい仲間達に出逢い、驚いたのは、みん

なのクリーンが長い事でした。就労に入っている仲間も居て、本当に凄いと思いました。先行

く仲間達は、とても頼りになります。今私も役割をいくつかもらっています。責任感というも

のを植え付けられたという感じで、頑張るという気持ちが沸いてきます。元の施設へ帰って来

れて本当に良かったと思います。私よりもずっと年下の仲間達

が居て、何か自分の子供の様に思ってしまう時もあります。今

回これを書いてと言われた時には、順番が回ってきたかと思い

ました。ガンの定期検診へも連れて行ってもらいました。結果

はわからないけれども私はここで回復して、何年先になるか見

当もつかないけど早く家族の元へ帰れればいいなと思っていま

す。娘も孫も待っていていつまでもモタモタしていないで、と

にかく今はプルグラムに専念する事だけを考えて生活をしてい

ます。仲間達ともふざけあったりして、毎日楽しく過ごしてい

ます。これからもクリーン。 
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桜の季節 

アディクトのサクラ 

季節外れの雪がここ何年か話題となっておりましたが、今年は県内で大変悲しい事故が

起こってしまいました。施設に入寮してから新しく始めた趣味のひとつに登山があります。

昨年の夏にはやっこらですが仲間と富士山の登頂にも成功できるようになりましたが、初

めてプログラムで仲間と登った茶臼、朝日岳はぐだぐだで今でも良い思い出です。今回の

表層雪崩事故はそのすぐ近くだったそうで、改めて大自然の驚異に身が縮む思いで今朝の

朝刊を読みました。若くして亡くなった方々のご冥福を心よりお祈り申し上げます。 

さて私は 3 月の中旬に無事、とある社会福祉法人に就職先が見つかりまして、勤務先は

ちょっと遠いのですが原付でトコトコと通っています。 

手帳の予定表もシフトで埋まり、朝早く起きて弁当を作り、少しずつですが働くことの

尊さと喜びを感じさせていただいております。今のところは週に 3～4日とずいぶんとのん

びりしたスタートかなと思います。なにしろ未経験の職種に 44歳を過ぎてからの挑戦です

から初めての経験ばかりなのは当然です。しかし、いくらそれが楽しくて仕方がないと言

ってもいきおいだけで続けるには、ちとおっさんすぎます。一つのことを覚えて自分の中

に落とし込んでから、さらにその経験を踏まえて次のことを学ぶには、これくらいでちょ

うど良いペースだと思います。 

短期の職業訓練で一応資格は取得したものの現場では技術がちっとも追い付かず、また、

学んだばかりの知識と現実とのギャップに思い悩むところも多いですが公休日には施設の

プログラムに参加して仲間と分かち合うことでこれまでのリズムを大きく崩すことなく過

ごせています。愚痴を聞いてくれる人も増えましたし、相談できる人もいます。 

それでもいつも出勤日は待ち遠しく感じていますね。これはぼくの病気の一部ですから

しかたないのですけど( ´∀｀ ) 

こうして充実した日々を送らせていただけるのはひとえに皆様方の支えがあってのこと

と改めて感じています。施設長はじめ仲間だけでなく、職業安定所の職員さんや職業訓練

校の職員、講師の先生方、それと同期で席を並べてくださった皆さん。そしていま新たに

就職した職場の皆さん。 

施設につながってから多くの人に助けられ数え上げるときりがないのですが、特にこの

数か月で私は多くの依存症以外の人ともかかわらせていただきました。 

ちなみに、今の私の仕事は利用者さんの「いつ」、「どこで」、「何がしたい」、をかなえる

仕事です。これは研修受講中、講師の先生がおっしゃっていた言葉そのままなんですけど、

これってなんか良くないですか？人にどんな仕事か聞かれたらこう答えろと言われたので

すけど気に入っているので聞かれなくてもよく使います。確か面接の時も「あなたはこの

職業をどんな仕事と思っていますか？」と聞かれましたのでそう答えました。本当はその

後に事例をいくつか挙げろとおっしゃっていたんですが、まだそれほど経験がございませ

ん。あと守秘義務もありますし、私自身のアノニミティもありますので、ここに事例は書 
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きません。 

仲間のおかげで 3月 21日にクリーンタイムが 5年になりました。 

これまでいろいろありましたし、何度もぶん投げそうになりました。ちょっとケチがつ

いてしまったり、都合が悪くなるとひっくり返して引きちぎって捨ててしまうのが昔の私。 

ここ何年か続けてきた私のプログラムはどんなにボロボロでかっこ悪くても、思った通

り行かず気に入らなくても決して捨てるようなことはせず、泣いたり笑ったり、怒ったり

ビビったりしながら時間をかけて紡いできた糸を丁寧に丁寧に編み上げて紐にしていく作

業。くじけて休んでも、あきらめずにしらふでこれを続けているとやがていつか大きな輪

になって繋がり、そのいくつかの輪が重なって、気づくとその中心の安全な場所に自分の

居場所がある。それが今日までの「今日だけ」です。 

でもこれは決して一人でできることではなくて、だからどうしても私には仲間が必要で、

困ったときは助けが必要で、勇気が必要な時は神様にだってお願いして、感謝を忘れると

すぐ高慢になる。 

今の私を言葉にすると、そんな感じな気がします。5年たってもこの程度です。 

 

それでも、ひとつ奇跡が起きました。 

10 年間絶縁されていた母と先日面会することが出来ました。また一つ紐が繋がった感じが

しました。もう誰に感謝したらよいのやら、何が何だかわからないのでひとまず・・・ 

ハイヤーパワーに感謝です。 

 

施設報告 

1sc（導入）14 名 2sc（回復）6 名 3sc（後期・社会復帰）10 名 CF（農

業）15名 ppピースフルプレイス（女性）13名計 58名で活動しております。

各々の施設でステージ事のプログラムを実施しております。 

 


